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今
年
度
も
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

な
っ
て
い
る
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
四
回
目

の
開
催
と
な
る
「
イ
ク
ラ
ン
! !

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」
が
一
一
月
二

三
日（
水
）勤
労
感
謝
の
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨

年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ

た
上
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
再
び
増
加
の
兆
し
が
見
え

始
め
た
中
、
過
去
最
大
の
参
加

希
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

あ
い
に
く
の
雨
天
に
よ
り
、
当

日
は
村
内
外
よ
り
八
四
名
の
ラ

ン
ナ
ー
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。総

合
運
動
場
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
に
、
草
尾
・
昭
津
・
大
日

向
地
区
の
犀
川
沿
い
の
村
道
を

三
キ
ロ
の
部
、
一
〇
キ
ロ
の
部

の
二
コ
ー
ス
で
走
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、一
〇
キ
ロ
に

は
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
よ
り
、
元
選

が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
声
援
を

受
け
な
が
ら
快
調
に
走
り
出

し
、あ
っ
と
い
う
間
に
見
え
な
く

な
り
ま
し
た
。
今
回
も
前
回
ま

で
と
同
様
に
一
〇
キ
ロ
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
一
番
多
く
、第
一
回

目
か
ら
続
け
て
ご
参
加
さ
れ
た

方
や
普
段
か
ら
走
り
込
ま
れ
て

い
て
足
に
自
信
の
あ
る
選
手
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
の
閉
会
式
は
行

わ
ず
、
コ
ー
ス
ご
と
に
記
録
証

と
参
加
賞
、
一
〇
キ
ロ
の
男
女

一
位
の
選
手
に
は
副
賞
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

来
年
も
大
勢
の
皆
さ
ん
が
出

場
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画

し
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、上

位
を
目
指
し
て
大
勢
の
村
民
の

皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
大
会
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
分
館
の

役
員
、
商
工
会
青
年
部
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

手
で
現
在
は
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
在
籍
さ
れ
る
片
山
真
人

さ
ん
、
阿
部
琢
久
哉
さ
ん
を
は

じ
め
五
名
の
方
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
時
過
ぎ
に
、
藤
澤
村
長
と

片
山
さ
ん
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
あ
と
、
事
務
局
よ
り
注

意
事
項
等
の
ご
案
内
を
し
、
九

時
三
〇
分
に
片
山
さ
ん
の
号
砲

で
三
キ
ロ
の
部
一
五
名
、続
い
て

一
〇
時
一
〇
分
に
藤
澤
村
長
の

号
砲
で
、一
〇
キ
ロ
の
部
六
九
名

　
山
清
路
金
戸
山
百
体
観
音
保

存
会
と
教
育
委
員
会
、
公
民
館

の
共
催
で
、
一
一
月
三
日
（
木
）

の
文
化
の
日
に
合
わ
せ
て
「
み

ん
な
で
登
っ
て
　
金
戸
山
で
ナ

ゾ
を
と
く
」と
題
し
、ク
イ
ズ
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
こ
の
金
戸
山
百
体
観
音
め
ぐ

り
は
、
毎
年
文
化
の
日
に
行
っ

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
猛
威
が
治
ま
ら
ぬ

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
肌
寒
い
陽
気
で
し

た
が
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
有

識
者
の
山
越
正
義
先
生
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
山
中
に
は
、
百
体
観
音
に
ま

つ
わ
る
ク
イ
ズ
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、金
戸
山
の
標
高
や
、百
体

観
音
の
由
来
を
当
て
る
問
題
な

ど
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
来
年
度
も
一
一
月
三
日
「
文

化
の
日
」
に
併
せ
て
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
年
も
開
催
「
イ
ク
ラ
ン
！！
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」

今
年
も
開
催
「
イ
ク
ラ
ン
！！
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
で
一
緒
に

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
で
一
緒
に

作
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

作
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

金
戸
山
で
百
体
観
音
の

金
戸
山
で
百
体
観
音
の

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

巡
礼
巡
礼    

金
戸
山
百
体
観
音

金
戸
山
百
体
観
音
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農
村
資
料
館
・
商
工
会
館
で

開
か
れ
た
生
坂
村
文
化
祭
に
あ

わ
せ
、
一
一
月
三
日
か
ら
二
〇

日
ま
で
、
頌し

ょ
う
と
く
か
ん

徳
館
を
会
場
に
第

二
回
加
藤
正
治
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
正
治
展
は
、
犀
川
に

ち
な
ん
だ「
犀さ

い

水す
い

」の
俳
号
で
知

ら
れ
、
多
く
の
句
を
世
に
出
し

た
俳
人
と
し
て
の
加
藤
正
治
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
以
来
、
俳
句
作
り

が
盛
ん
だ
っ
た
生
坂
の
様
子

が
、
村
内
に
残
る
多
く
の
句
碑

や
俳
句
額
の
写
真
や
パ
ネ
ル
で

句
の
魅
力
を
存
分
に
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
参
加
者
が
俳
句
作
り

に
挑
戦
し
、
作
品
を
先
生
に
評

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分

の
句
が
紹
介
さ
れ
る
と
き
は
ド

キ
ド
キ
で
し
た
が
、
感
心
や
共

感
の
声
、笑
い
も
起
こ
る
、楽
し

く
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。伊
那
・
松
本
な
ど
村
外
の
方

も
あ
わ
せ
て
三
〇
名
を
こ
え
る

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
俳
句
の
作
り
方
の
コ
ツ

が
わ
か
っ
て
、
俳
句
に
は
ま
り

そ
う
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
今
後
、
法

学
者
・
教
育
者
と
し
て
の
業
績

を
中
心
に
第
三
回
加
藤
正
治
展

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

紹
介
さ
れ
、
正
治
と
俳
句
の
結

び
つ
き
の
背
景
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

正
治
が
犀
水
と
号
し
て
本
格

的
に
俳
句
の
道
に
入
っ
て
い
っ

た
ド
イ
ツ
留
学
時
代
。
生
涯
五

〇
年
間
に
作
っ
た
二
万
数
千
句

が
し
る
さ
れ
た
俳
句
帳
。
犀
水

の
句
に
玉

ぎ
ょ
く
え
い瑛
夫
人
の
日
本
画
が

添
え
ら
れ
た
短
冊
や
画
集
。
犀

水
直
筆
の
掛か

け
じ
く軸

な
ど
多
く
の
貴

重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
生
坂
村
内
は
も
ち
ろ

ん
、
広
く
松
本
平
の
各
地
に
建

て
ら
れ
た
犀
水
の
句
碑
や
書
が

写
真
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
川
手
犀
水
会
」「
筑
北
犀
水
会
」

な
ど
の
名
前
で
多
く
の
門
人
を

集
め
た
句
会
を
催
す
な
ど
、
犀

水
が
こ
の
地
方
の
俳
句
文
化
の

興
隆
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
一
一
月
二
〇
日
に

は
、俳
人
犀
水
に
ち
な
ん
で
、講

演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
俳
句

を
楽
し
も
う
」
を
開
催
し
ま
し

た
。講
師
に
小
林
貴
子
先
生（
現

代
俳
句
協
会
副
会
長
・
俳
句
誌

『
岳た

け

』
編
集
長
・
朝
日
新
聞
俳
壇

選
者
）を
お
迎
え
し
、犀
水
の
俳

★
冬
期
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
技
術
向
上
を

目
標
に
指
導
を
行
い
ま
す
。

第
一
回
　
一
月
二
〇
日（
金
）

第
二
回
　
一
月
二
七
日（
金
）

午
後
七
時
～

★
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

体
の
内
側
の
筋
肉
を
無
理
な

く
鍛
え
ら
れ
る
運
動
方
法
、

ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
体
験
し
ま

す
。

第
一
回
　
一
月
一
三
日（
金
）

第
二
回
　
　
　
二
〇
日（
金
）

第
三
回
　
　
　
二
七
日（
金
）

午
前
一
〇
時
～

★
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

信
州
大
学
生
を
講
師
に
そ
れ

ぞ
れ
好
き
な
科
目
を
学
習
し

ま
す
。

　
第
二
六
回
一
月
二
一
日（
土
）

　
第
二
七
回
　
　
二
八
日（
土
）

　

⃝

二
十
歳
の
集
い

（
旧
称
・
成
人
式
）

こ
れ
ま
で
二
〇
歳
を
迎
え
ら

れ
る
方
を
対
象
に
成
人
式
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
民
法

の
改
正
に
よ
り
成
年
年
齢
が

二
〇
歳
か
ら
一
八
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
生
坂
村

で
は
名
称
を
「
二
十
歳
の
集

い
」と
改
め
、従
来
ど
お
り
二

〇
歳
の
方
を
対
象
に
、
式
典

を
開
催
し
前
途
を
祝
し
ま

す
。

　
日
時
：
一
月
三
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～

会
場
：
村
営
や
ま
な
み
荘

　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

（
★
…
参
加
可
能
）

俳
人
加
藤

俳
人
加
藤
犀犀さ
い
さ
い

水水す
い
す
い

にに

ス
ポ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト

第
二
回
「
加
藤
正
治
展
」

第
二
回
「
加
藤
正
治
展
」

開
催
開
催

一
月 

公
民
館
教
室
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生坂小学校金管バンドは４年生１２名、５年生８
名、６年生１２名の３２名で仲良く活動しています。
コロナ対策をしながら当日を迎えるまで、なかなか
練習時間の確保が難しかったのですが、北部吹奏楽
祭に参加することができ、楽しく演奏できたという
感想が多くあり、良かったなと思います。
また他の小中学校の演奏を聴く良い機会でした。
特に生坂中学校の生徒さんの演奏に感動し、一つの
音に込める思いを感じた子どもたちです。
音楽会では、各パートの楽器紹介とデンジャーゾ
ーンの発表をしました。北部吹奏楽祭では座って演
奏したのですが、立って自由に動いて演奏しようと
いうことになり初チャレンジ！曲に乗って楽しそう
にそれぞれ堂々と演奏している姿がありました。

⃝北部吹奏楽祭に参加した感想
♪練習を何回もやって、まちがえたり、あまりうま
くいかなかったりした所を練習したのがよかったと
思います。うまく吹けるかなという思いもありまし
た。でも練習と同じ風にやればいいと思ったし、楽し
く演奏した方が聴いている人も楽しい気分で聴いて
くれるかなと思いました。そしたらみんな楽しく、い
い気分で拍手をしてくれてうれしかったです。あと
校長先生が「吹奏楽祭だから、祭りを楽しんでくださ
い」と言っていたので、楽しんで祭りのように、自分
たちだけじゃなくて、他の学校の曲も楽しく聴けた
のでよかったです。

⃝音楽会で演奏した感想
♪最初はデンジャーゾーンを聴いてかっこいい曲
だな～と思いました。でも実際にやってみたら、音は
でないし、曲のメロディーもあまり吹けなかったけ
ど、練習していくうちに急にできてきて、とてもうれ
しかったです。
音楽会ではパート紹介をするのが少しきんちょう

したけど練習や自分ならできると信じたら、なんか
めちゃうまくいきました。その金管のおかげで音楽
会のきんちょうがとけて楽しくできました。でも６
年生でもう金管はやらなくなるから、少しでも思い
出を残そうと思い、全力でやりました。母からは「う
まかったね。」と言われてとてもうれしかったです。
本当にやってよかったなーと思ったし、自分でも少
し成長したな～と思いました。

♪僕は楽器紹介で「笑点」をやりました。練習の時
は、できないところがいっぱいあったけど、友だちと
共有しながらできるようになりました。
本番は紹介でユーフォニアムの特徴をしっかり言

えてよかったです。デンジャーゾーンでは、北部吹奏
楽祭より少しバージョンアップしてのりのりでいき
ました。皆のりのりでやってて、会場もすごくもりあ
がりました。自分でも「やりきった～」と思えたので、
よかったです。僕は大人数の前で金管を演奏するこ
とはほぼないけど、音楽会の演奏は一番バッターだ
ったので、会場をもりあげられてよかったです。今日
のためにたくさん練習してきて本当によかったなと
思いました。最高の演奏にできてよかったです。

金管バンド　北部吹奏楽祭と音楽会で発表しました！
小学校だより
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一番心に残ったのは、公共交通機関を利用した

班別行動 !!!
⃝交通機関をうまく調べて、スムーズにポイントを
まわれたことが自分の成長だと思います。初めて
の大きな駅でバスに乗ったり、電車に乗ったりし
たが、困らずに乗ることができたので、今後の自信
につながると思いました。ビビらずに鹿せんべい
をあげることができたことも成長です！！

⃝人が多いし、バスもたくさんあって、迷ってしまっ
たことが一番心に残っています。でも、いやな思い
出じゃなくて、あの迷った時がなんだか一番楽し
かったです。

⃝何回も道に迷ったけど、班で協力して、最後は集合
場所までたどり着くことができました。事前の計
画とずれてしまった時でも、その場で対応できた
ので、今後も予想外の事態にもしっかり対処して
いきたいと思いました。

【生徒の感想】
⃝生坂村と標津町の違いをたくさん体感できてよか
ったです。この交流学習を用意してくださった村
やお世話になった方々への感謝の気持ちを忘れず
に行けてよかったです。また、素敵な親友ができて
よかったです。来年生坂に迎える時は、標津の皆さ
んに思い切り楽しんでもらえるように、今年して
いただいた以上に温かく歓迎したいです。

⃝北海道は最高だったし、標津中や川北中の皆さん
も最高でした！飛行機も、日の出を見るのも、新巻
鮭を作るのも初めての経験だったけれど、とって
も楽しかったです。感謝の心を大切に、また来年の
交流も楽しみたいです。

⃝北海道には、なかなか行くことができないので今
回標津町に行って、たくさんの事を経験すること
ができよかったです。もっと北海道の事を知りた
いです。

２学年 標津町交流学習の思い出 10/21(金)～10/23(日)

３学年 修学旅行【奈良・京都】の思い出 １０/２１（金）～１０/２３（日）

中学校だより

標津中・川北中との交流会 初めての新巻鮭づくり 標津湿原散策とカヌー体験
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【記載例】
１． 代
２．有
３．意見
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

■計画等の名称
生坂村一貫教育基本方針（案）

■概 要
少子化や情報化、グローバル化など社会は大きく変化している中、児童
生徒数の減少や発達の早期化への対応、学力の定着や向上、新しい時代を
生き抜く力の養成などが必要であり、村では、保小中一貫教育研究検討協
議会を設置し、研究・協議を進め、保小中一貫教育導入の提言をまとめま
した。
提言を踏まえ、少子化や新たな社会（ ）への対応や子ども
たちの育ちのため、故郷生坂を想い、新しい時代を生き抜く力を養えるよ
う新しい学校教育の取組として「小中一貫教育」（施設分離型の小中一貫
型小学校・中学校）を導入することとし、その基本的な考え方や指針など
を明らかにするため、「生坂村一貫教育基本方針」を策定します。

■案の具体的な内容
生坂村一貫教育基本方針（案）は村ホームページに掲載しています
下の または コードからアクセスしてご覧ください

■意見募集期間
令和４年 月 日（月）～令和５年１月 日（金）

■意見提出様式
以下の項目に沿ってご記載ください
１．年齢又は年代（例： 代）
２． 歳以下のお子さんの有無
３．ご意見

■意見提出方法・提出先
（１）提出手段 郵送、ＦＡＸ、電子メール
（２）提出期限 令和５年１月 日（金） 必着
（３）提出先
【郵送】〒 生坂村

生坂村教育委員会事務局 学校教育係 あて
【ＦＡＸ】
【電子メール】

件名は【一貫教育基本方針案への意見】としてください

■担 当
教育委員会事務局学校教育係（電話 ）

「生坂村一貫教育基本方針」（案）への
村民の皆さまのご意見を募集します
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任
期
満
了
に
伴
う
生
坂
村
長
選
挙
の
日
程
が
、
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

村の業務 年末年始カレンダー村の業務 年末年始カレンダー
年月日

事務・施設など

令和４年１２月 令和５年１月

２４（土）２５（日）２６（月）２７（火）２８（水）２９（木）３０（金）３１（土）１（日） ２（月） ３（火） ４（水） ５（木）

役場：一般事務 休み（12/29 〜 1/3）

　　：戸籍事務 ○年末年始の休み中でも、「出生・婚姻・死
亡届・埋火葬の許可」などの受け付け
は、役場（☎69-3111）で行っております。　　：埋火葬許可事務

火葬場業務 休み（12/31 〜 1/3）

社会就労センター 休み（12/29 〜 1/4）

やまなみ荘 年末年始も通常営業します。 休館

いくさかの郷 休み（12/31 〜 1/4）

かあさん家 休み（12/31 〜 1/4）

加工施設 休み（12/30 〜 1/4）

歯科診療所 休み（12/28 〜 1/5）

社会福祉協議会 休み（12/29 〜 1/3）※施設関係

保育園 休み（12/29 〜 1/4）

なのはな 休み（12/29 〜 1/3）

Ｂ＆Ｇ海洋センター 休み（12/28 〜 1/4）

児童館 休み（12/28 〜 1/4）

小学校 休み（12/28 〜 1/5）

中学校 休み（12/24 〜 1/5）

村営バス（周回バス） 休み（12/31 〜 1/3）

各種手続き、ご用のある場合は早めに済ませましょう。

令
和
五
年
二
月
五
日
執
行

生
坂
村
長
選
挙
の
日
程

月　日 開始時刻 内　　　　容 場　所

1月13日 金 10:00 村長選挙 立候補予定者説明会 生坂村役場会議室

1月20日 金 10:00 村長選挙 立候補届出書類等の事前審査 生坂村役場会議室

1月31日 火
8:30 告示日

立候補届出等受付
生坂村役場会議室

17:00 立候補届出等締切　投票記載台氏名掲示
順序と選挙公報掲載順序のくじ

2月1日～
2月4日

水
土

8:30
（20:00まで） 期日前投票・不在者投票　開始 生坂村民会館

2月2日 木 17:00 選挙立会人届出期限　選挙立会人が10人
を超えたときのくじ

生坂村役場
議会事務局まで

2月5日 日
7:00

（19:00まで） 投　票　日 各投票所

20:00 開票、選挙会、当選人告知 生坂村民会館

2月6日 月 9:00 当選人の告示（無投票の場合…選挙会） 生坂村役場会議室

2月20日 月 17:00 選挙運動費用収支報告書の提出期限 生坂村役場
議会事務局まで
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事業区分 支援事業例

地域協働の推進 ・地域づくり市民フォーラムの開催

保健、医療、福祉の充実 ・活動量計等を活用した健康づくり促進のための環境整備
・障がい児者、高齢者等を対象とした口腔ケア
・子育て支援を行うためのネットワークづくり

教育、文化の振興 ・伝統文化の保存、伝承事業
・外国籍県民との交流事業・食育シンポジウムの開催
・文化 ･ スポーツ振興のための交流イベントの開催や環境整備

安全・安心な地域づくり ・防災対策や防災意識の向上に資する事業
・住民支え合い防災マップの作成
・救命救急講習会の開催
・自主防災組織の活性化支援

環境保全、景観形成 ・自然エネルギーの普及・拡大に関する事業
・公園や里山の遊歩道整備・花木の植樹
・ホタルの飛び交う自然環境の再生事業
・地域の貴重な財産を後世に残すための景観整備
・その他美しい景観の形成に資する事業

産業振興、雇用拡大
（観　光）
（農　業）
（林　業）
（商　業）
（その他）

・街歩きガイドブックの作成、観光ボランティアの育成
・遊休荒廃農地の復元事業
・間伐材を活用した木炭の生産支援、森林体験学習事業
・商店街活性化イベントの開催、空店舗を活用した定期市の開催
・工業展等の開催、特産品開発、技術者養成講座の開催
・障がい者、女性、若者の雇用促進及び就業・定住支援事業

市町村合併に伴う地域の連
携の推進

・合併地域における連携の推進と交流を深める事業
・合併によるブランド統合や一体的な観光資源の開発

その他 ・移住希望者に対する暮らしや仕事を体験する場の提供
・結婚活動を支援するための出会いの機会の提供

令和5年度 「地域発 元気づくり支援金」の
事業を募集します

　長野県では、令和５年度の「地域発 元気づくり支援金」の事業募集を行います。この支援金は、市町村
だけでなく、地域づくりを行うグループや協議会など幅広い団体を支援対象としています。「地域をよくし
たい」「こんな活動をしてみたい」など、地域づくり事業の支援要望がありましたら、奮ってご応募ください。

◎ 支援対象事業及び対象事業例
　自らの知恵と工夫により自主的、主体的に取り組む地域の元気を生み出すモデル的で発展性のある事業
に対して、必要な経費を支援します。

※表記の事業は参考であって、あくまで県で示す一例です。
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生坂村で本年度 地域発 元気づくり支援金事業に採択された事業は下記のとおりです。
【村事業】

事業名 支援金額
（千円） 事業内容

来て、見て、触って、やってみて。
生坂リノベーション塾！ 2,884

移住促進のための住まい整備として、空き家を活用したリノ
ベーション塾を実施する。令和4年度は断熱等の整備手法を
テーマに取り入れ、エコリノベーション塾として、住まいづく
りを通じた省エネルギーについても推進していく。

いくさかバンブープロジェクト 3,120

村内の竹林整備を推進するため、竹林整備講習会を行うほ
か、竹粉砕機を整備して、地域団体等への貸し出しを行う。
また、粉砕した竹は、竹パウダーとして活用して、有機農業
につなげるための土壌改良の検証を行う。

「木とともに大きくなろう！
いくさかっ子」事業 901

保育園の園庭を活用して、植樹や小屋づくりを通じた自然に
ついて学べる安心・安全な空間整備を行う。また、園児が地
域の方と関わりながら、自然について遊びを通して学ぶ木育
事業を行う。

生坂村『創造の森』プロジェクト
事業 743

脱炭素地域のモデル地区として、雲根地区において、ゼ
ロカーボンアクションや脱炭素型ライフスタイルを実践
するためのイベントとして、アースオーブンを作るワー
クショップ等を開催する。

合計４事業 7,648
※団体事業は該当ありませんでした。

◎支援対象者
・市町村、公共的団体等（県内に事務所を
　有し、公共的活動や地域づくり活動を行う
　NPO、協議会等）

◎支 援 内 容
（１）補助率　

事業 補助率 重点テーマに該当
する場合の補助率

ソフト事業 ３/ ４以内 ４/ ５以内
ハード事業 ２/ ３以内 ３/ ４以内

・ハード事業：道路、水路、建物等の建設または改修、１件１０万円以上の備品の取得など
・ソフト事業：ハード事業以外

（２）補助限度額
補助額の下限３０万円

◎県の担当者による事前相談会
・「計画書の書き方がわからない！」「この経費は対象にしてよいの？」など事業計画書提出前の疑問に、

県の担当者がお答えします。事前相談会への申し込みは、役場村づくり推進室（☎︎６９－３１１１）ま
でご連絡ください。
〇日　時　　令和５年１月１７日（火）９時３０分～１６時
〇場　所　　生坂村役場　1 階　応接室

◎応募・問い合わせ
・本支援金の申込先は松本地域振興局 企画振興課ですが、申請や応募についてのご相談等は役場で対

応いたします。応募を予定している団体等の方や、問い合わせをしたい方は、役場村づくり推進室
（☎︎６９- ３１１１）までご連絡ください。
【提出期限の都合もありますので、１月上旬までにお問い合わせをお願いいたします。】

地域まるごと安心・安全ネットワーク事業
（大日向葡萄生産組合）
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八
月
に
開
講
し
た
下
生
坂
雲

根
地
区
の
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、一
〇
月
一

日（
土
）に
最
終
回
と
な
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
も
、松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
か

ら
片
山
真
人
さ
ん
、飯
田
真
輝
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、遠
野
先

生
の
指
導
の
も
と
、子
ど
も
達
と

一
緒
に
オ
ー
ブ
ン
の
ピ
ザ
等
を

入
れ
る
ド
ー
ム
部
分
を
製
作
し

ま
し
た
。

最
終
日
で
の
完
成
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
れ
ま
で
五

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、楽
し
み
な
が
ら
、製
作
を
行

地
元
区
長
や
、こ
れ
ま
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
村
内
外
の
皆
さ
ん
な
ど
、総
勢

三
〇
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、参
加
者
が
自
分

で
生
地
を
伸
ば
し
、ト
ッ
ピ
ン
グ

し
た
ピ
ザ
を
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン

で
焼
い
て
食
べ
て
楽
し
む
形
式

で
、ド
リ
ン
ク
は
、松
本
市
の
ア

ル
プ
ス
コ
ー
ヒ
ー
ラ
ボ
様
が
無

料
で
出
店
し
て
、盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、各
々
、自
分
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ピ
ザ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
堪

能
し
な
が
ら
、ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン

の
製
作
の
思
い
出
を
語
ら
い
、楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、製
作
の
最
終
工
程
を

い
く
さ
か
大
好
き
隊
で
行
い
、一

一
月
に
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
が
完
成

し
ま
し
た
。

完
成
を
記
念
し
て
、
収
穫
祭

を
一
一
月
二
三
日（
水
）の
午
後
に

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、朝
か
ら
雨
が
降
り
続

く
悪
天
候
で
し
た
が
、藤
澤
村
長

や
太
田
村
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

製
作
イ
ベ
ン
ト
関
係
者
と
し
て

遠
野
先
生
、松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
片

山
さ
ん
、
長
野
県
職
員
の
方
な

ど
、多
方
面
に
わ
た
る
皆
様
に
ご

参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

本
格
的
な
冬
の
足
音
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
今
年
も
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
は
今
年
一
年『
か
あ
さ

ん
家
』を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、従

業
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
か
あ
さ
ん
家
で
灰
焼
き

お
や
き
を
作
っ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
食
べ
親
し
ん
で

き
た
お
や
き
で
す
が
、
ま
さ
か

『
か
あ
さ
ん
家
』で
そ
の
お
や
き

作
り
に
携
わ
る
と
は
夢
に
も
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。当
初
は「
上

手
に
作
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」
と

い
う
不
安
と
、「
早
く
上
手
に
焼

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
毎

日
願
う
日
々
で
し
た
が
、
今
に

な
っ
て
当
時
を
懐
か
し
く
振
り

返
る
時
が
あ
り
ま
す
。

年
間
を
通
し
灰
焼
き
お
や
き

は
人
気
商
品
で
、
焼
き
上
が
る

頃
に
は
、お
客
様
も
列
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
横
目

で
見
な
が
ら
お
や
き
を
焼
い
て

い
ま
す
が
、お
客
様
に「
美
味
し

い
お
や
き
だ
っ
た
よ
！
」と
喜
ん

で
も
ら
え
る
事
が
何
よ
り
嬉
し

く
思
い
ま
す
。時
に
は「
何
回
来

て
も
買
え
な
か
っ
た
わ
よ
！
」と

お
叱
り
を
受
け
る
時
も
あ
り
ま

す
が
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
様
に
頑
張
っ
て
焼
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。暑
い
時
期
な
ど

大
変
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
良

い
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
囲
ま
れ

て
、楽
し
く
焼
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
々
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
、
生
坂
村
を
代
表
す

る
伝
統
食「
灰
焼
き
お
や
き
」作

り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
灰
焼
き
お
や
き
」作
り
を
し
て
い
ま
す

か
あ
さ
ん
家

　
日 

岐  

節 

子

い
く
さ
か
「
創
造
の
森
」
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン

い
く
さ
か
「
創
造
の
森
」
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン

つ
い
に
完
成
！

つ
い
に
完
成
！

  

第
五
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
収
穫
祭
開
催

第
五
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
収
穫
祭
開
催
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集
落
支
援
員
の
寺
岡
で
す
。

人
生
の
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
、妙
に
昔
を
懐
か
し
む

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

若
い
頃
聴
い
て
い
た
音
楽
だ
と

か
、テ
レ
ビ
番
組
だ
と
か
、そ
う

い
っ
た
も
の
に
触
れ
る
と
、胸
が

熱
く
な
る
よ
う
な
息
苦
し
く
な

る
よ
う
な
変
な
気
分
に
な
り
ま

す
。

　
村
に
移
住
し
た
当
初
、地
元
の

方
か
ら
、人
が
多
く
い
て
村
が
ま

　
そ
ん
な
お
り
、た
ま
た
ま
帰
省

さ
れ
て
い
た
同
じ
集
落
の
牛
越

竜
夫
さ
ん
に
そ
の
話
を
し
ま
し

た
ら
快
諾
し
て
い
た
だ
き
、そ
の

日
の
う
ち
に
貴
重
な
ア
ル
バ
ム

を
貸
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
ん
な
に
話
が
ト
ン

ト
ン
拍
子
に
進
む
な
ん
て
ち
ょ

っ
と
し
た
奇
跡
か
な
？
な
ん
て

思
い
ま
し
た
。

　
ア
ル
バ
ム
を
開
く
と
、若
か
り

し
頃
の
竜
夫
さ
ん
の
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
が
、写
真
の
な
か
で

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。き
っ
と
竜
夫
さ

ん
は
、ど
う
か
父
や
母
の
こ
と
を

い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
あ
げ

て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
異
常
に
暑
く
、草

刈
り
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
お
盆
を
迎
え
る
前
に

写
真
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
写
真
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た

方
々
の
感
想
は
一
様
に『
懐
か
し

く
て
、と
て
も
良
か
っ
た
、感
動

し
た
』と
の
こ
と
で
す
。な
か
で

も
、生
坂
村
出
身
で
松
本
在
住
の

女
性
が
た
ま
た
ま
ご
覧
に
な
ら

れ
、若
か
り
し
頃
の
お
父
さ
ん
の

だ
賑
や
か
だ
っ
た
頃
の
話
を
よ

く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。山
清
路
の

お
祭
り
な
ん
か
は
出
店
が
い
っ

ぱ
い
出
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
話
を
聴
い
て
い
ま
す

と
、素
直
に
見
て
み
た
い
な
あ
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
そ

う
だ
、村
の
人
か
ら
そ
う
い
っ
た

昔
の
写
真
を
借
り
て
写
真
展
を

や
ろ
う
！
』
と
思
い
つ
き
ま
し

た
。

　
生
坂
村
合
併
六
〇
周
年
記
念

を
機
に『
写
真
展
を
や
り
た
い
で

す
！
』
と
企
画
提
案
し
ま
し
た

が
、理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。私
の
説
明
が
悪
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
、き
っ
と
。

　
日
々
の
生
活
に
埋
没
し
て
、そ

の
思
い
は
自
分
の
中
か
ら
も
消

え
て
い
た
の
で
す
が
、こ
の
春
に

広
津
郵
便
局
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

『
局
内
が
殺
風
景
で
、
空
い
た
ス

ペ
ー
ス
に
何
か
を
飾
り
た
い
の

だ
け
ど
』
と
話
を
持
ち
か
け
ら

れ
、例
の
写
真
展
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

元
気
な
姿
を
写
真
の
中
に
見
つ

け
ら
れ
た
そ
う
で
、え
ら
く
感
激

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。手
前
味

噌
に
な
り
ま
す
が『
ち
ょ
っ
と
エ

エ
コ
ト
し
た
ん
ち
ゃ
う
か
、
俺
』

な
ん
て
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、規
模
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
こ
う
い
っ
た
昔
の
写
真

展
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。ど
う
か
こ
の
企

画
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、写
真
を

貸
し
て
も
い
い
よ
と
い
う
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
ま
せ
。 

（
寺
岡
　
謙
次
）

こ
ん
に
ち
は
。今
年
の
四
月
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
、杉
浦
陸
斗
で

す
。時
間
が
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、私
が
生
坂
村
に
来
て
か
ら
九

カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
、草
刈

り
や
側
溝
掃
除
、高
津
屋
の
キ
ャ

ン
プ
化
計
画
、雲
根
地
区
の「
創

造
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

様
々
な
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。ま
た
、例
年
大
好
き
隊
が

製
作
し
て
い
る「
や
ま
な
み
荘
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
設
置
も

行
い
ま
し
た
。レ
ス
ト
ラ
ン
前
の

エ
リ
ア
は「
動
物
た
ち
の
冬
の
キ

ャ
ン
プ
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

に
な
り
ま
す
。メ
イ
ン
エ
リ
ア
も

絶
賛
製
作
中
で
す
。広
報
が
発
行

さ
れ
る
頃
に
は
完
成
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、狩
猟
免
許
を
取
得
し
、

罠
の
設
置
な
ど
も
経
験
し
ま
し

た
。来
年
に
は
銃
の
所
持
許
可
を

も
ら
い
、狩
猟
も
始
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。新
し
い
こ
と
を
始

め
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

他
に
も
生
坂
村
で
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
を
始
め
た
り
、起
業
を
し
た

り
と
来
年
も
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
よ
い
お
年

を
。 

（
杉
浦
　
陸
斗
）

55
（通巻113号）

ま
だ
ま
だ
挑
戦

ま
だ
ま
だ
挑
戦
!!!!

生
坂
村

生
坂
村

ミ
ニ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

ミ
ニ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

懐かしい風景を今に残すセピア色の写真

やまなみ荘のイルミネーション
レストラン前で「動物たちの冬のキャンプ」
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一
二
月
に
民
生
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
が
あ
り
、
厚
生
労
働

大
臣
よ
り
一
一
名
の
方
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
は
、
大
澤
彰
治
さ
ん

（
上
生
坂
南
）、
副
会
長
に
山
口

利
夫
さ
ん（
草
尾
）と
松
澤
壽
恵

さ
ん
（
宇
留
賀
・
古
坂
）
が
初
回

の
会
議
で
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立

っ
て
心
配
ご
と
な
ど
を
解
決
す

る
た
め
の
相
談
役
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

小山ひろこさん
担当地区　昭津

髙野美紗子さん
担当地区　日岐

宮澤ふさ子さん
担当地区　大日向

北澤敏子さん
担当地区　村内全域

主任児童委員

腰原秀子さん
担当地区　下生野

平野和子さん
担当地区　小立野

橋浦光子さん
担当地区　上生坂北

（西手・旭・原・関屋・中村団地）

山本かづ子さん
担当地区　下生坂

会長　大澤彰治さん
担当地区　上生坂南

（小舟・梅月・大原・上手・万平）

副会長  山口利夫さん
担当地区　草尾

副会長  松澤壽恵さん
担当地区　宇留賀 ・ 古坂

任
期

令
和
四
年
一
二
月
一
日
～

令
和
七
年
一
一
月
三
○
日

住
民
福
祉
の
要

住
民
福
祉
の
要

　
　新
民
生
児
童
委
員
で
す

　
　新
民
生
児
童
委
員
で
す
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生坂村食生活改善推進協議会生坂村食生活改善推進協議会
保健衛生知事表彰受賞保健衛生知事表彰受賞

曽根原ふさ子さん 曽根原ふさ子さん 
長野県食生活改善功労者表彰受賞長野県食生活改善功労者表彰受賞

九
年
度
か
ら
村
内
各
地
を
周
る

「
健
康
応
援
隊
」に
協
力
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
根
差

し
た
様
々
な
活
動
が
健
康
づ
く

り
を
支
え
る
取
組
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
一
一
名
の
会
員
で
活

動
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
に
あ
り
ま
す

が
、
会
員
が
災
害
時
に
役
立
つ

調
理
方
法
「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

グ
」を
学
習
し
、レ
シ
ピ
を
村
広

報
誌
に
掲
載
す
る
等
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

長
野
県
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
会
員
を
は
じ
め
と
し
た
多

く
の
県
民
が
集
い
、よ
り
良
い
食

生
活
を
送
り
、
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
一

〇
月
二
六
日（
水
）に
塩
尻
市
で

第
五
二
回
長
野
県
食
生
活
改
善

推
進
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
式
典
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
生
坂
村
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
が
保
健
衛
生
知
事
表

彰
、
会
長
の
曽
根
原
ふ
さ
子
さ

ん
が
長
野
県
食
生
活
改
善
功
労

者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
三
年
に
発
足
し
た
生

坂
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

は
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

食
育
活
動
や
健
康
増
進
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
食
育
活

動
で
は
、
商
工
タ
イ
ム
ス
や
村

広
報
誌
へ
の
簡
単
レ
シ
ピ
の
掲

載
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
村
民

に
食
の
大
切
さ
を
届
け
て
き
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
に
は
、食
育

月
間
中
に
村
図
書
室
で
食
育
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、
食
に
関

す
る
本
の
展
示
を
行
っ
た
り
、

お
手
製
の
食
育
ク
イ
ズ
で
楽
し

み
な
が
ら
食
に
関
心
を
持
て
る

場
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
健
康

増
進
普
及
活
動
で
は
、
平
成
一

曽
根
原
ふ
さ
子
さ
ん
は
、
平

成
二
九
年
か
ら
現
在
ま
で
協
議

会
会
長
、
平
成
三
一
年
か
ら
現

在
ま
で
松
本
平
支
部
副
会
長
を

務
め
、
会
員
を
ま
と
め
な
が
ら

地
域
の
食
育
活
動
や
健
康
増
進

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
自
身
の
学
ん
だ
知
識
を
幅
広

い
世
代
へ
普
及
し
、
継
続
的
に

食
・
健
康
に
ま
つ
わ
る
活
動
に

取
り
組
み
、資
質
向
上
・
会
の
運

営
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

■
令
和
五
年
度
に
採
用
す
る

　
会
計
年
度
任
用
職
員

◦
介
護
職
員
、栄
養
士
、事
務
員

■
令
和
五
年
度
に
採
用
す
る

　
正
規
職
員

◦
看
護
職
員
、
生
活
相
談
員

介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
職

員
◦
勤
務
場
所

東
筑
摩
郡
（
山
形
村
・
麻
績

村
）、
塩
尻
市
、
松
本
市
、
木

曽
郡
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
組

合
施
設

◦
申
込
み

一
月
六
日
（
金
）
～
一
月
三

一
日
（
火
）、
松
塩
筑
木
曽
老

人
福
祉
施
設
組
合
事
務
局

へ
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設

組
合
事
務
局
（
☎︎
五
三-

五

〇
〇
○
）

受
験
資
格
、
申
込
方
法
等
詳

細
は
、
組
合
事
務
局
に
直
接

問
い
合
わ
せ
る
か
、
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

aoihato.com
/

）
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

職
員
を
募
集

職
員
を
募
集
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『
い
く
さ
か
鉄
道
と

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
お
話
』

は
い
っ
、
駅
長
で
す
。

先
日
知
っ
た
の
で
す
が
、「
道

の
駅
」
が
日
本
に
最
初
に
で
き

て
か
ら
来
年
の
四
月
で
三
〇
周

年
に
な
る
そ
う
で
す
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
の
歴

史
は
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
な

の
で
、
来
年
が
四
周
年
に
な
り

ま
す
。

四
周
年
、
何
か
す
る
の
か
し

な
い
の
か
？
駅
長
は
何
か
を
企

ん
で
い
る
か
も
…
。

企
み
と
い
え
ば
、
一
一
月
の

特
産
市
の
日
に
何
か
を
起
こ
す

一
つ
の
試
み
と
し
て
、
プ
ラ
レ

ー
ル
で「
い
く
さ
か
鉄
道
」を
開

設
し
ま
し
た
。

華
や
い
で
、
今
年
を
良
い
形
で

締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
来
年
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
コ

ラ
ボ
し
た
企
画
を
考
え
て
、
そ

れ
を
実
現
し
、
い
く
さ
か
の
郷

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
約

一
か
月
と
い
う
こ
と
で
、い
く
さ

か
の
郷
で
は
初
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

御
来
店
さ
れ
た
お
子
さ
ん
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も
の

が
何
か
な
い
か
と
、
四
月
か
ら

あ
た
た
め
て
い
た
ア
イ
デ
ア
が

実
現
し
ま
し
た
。

想
像
以
上
に
お
子
さ
ん
達
に

喜
ん
で
も
ら
え
て
、
笑
顔
と
笑

い
声
が
響
く
空
間
と
な
り
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
年
は
こ
れ
で
オ
ー
ケ
ー
…

な
わ
け
も
な
く
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
何
か
コ
ラ
ボ
で
き

な
い
か
考
え
て
！
！
！
ひ
ら
め

い
た
！

ひ
ら
め
き
を
実
現
す
べ
く
、

生
坂
保
育
園
へ
電
話
。
園
長
先

生
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
園

児
の
皆
さ
ん
に
「
ク
リ
ス
マ
ス

の
飾
り
」
を
作
っ
て
も
ら
え
ま

し
た
。

さ
っ
そ
く
飾
ら
せ
て
い
た
だ

き
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」
も

「
い
く
さ
か
鉄
道
」も
い
っ
そ
う

一
一
月
一
九
日（
土
）の
午
前

九
時
か
ら
、
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
竹
林

整
備
及
び
機
械
取
扱
講
習
会
を

開
催
し
、
一
四
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
林
所
有
者
だ
け
で
な
く
、

広
く
村
民
の
皆
さ
ま
に
竹
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
竹
の
基
礎
知
識
や
竹
林

整
備
の
方
法
、
粉
砕
機
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
講
習
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
し
た
皆
様
は
、
粉
砕
機

に
対
し
て
感
心
が
高
く
、
メ
ー

カ
ー
の
担
当
者
に
多
く
の
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。

粉
砕
機
の
貸
出
を
し
ま
す

村
で
は
、
竹
林
整
備
の
推
進

を
図
る
た
め
、
長
野
県
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
を
活

用
し
粉
砕
機
を
購
入
し
ま
し

た
。各

集
落
組
織
や
里
山
整
備
団

体
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
無
料

で
貸
出
を
し
ま
す
。

貸
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
振
興
課
（
☎︎
六
九-

三
一

一
二
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

竹
林
整
備
講
習
会

竹
林
整
備
講
習
会

粉
砕
機
で

粉
砕
機
で

竹
林
の
整
備
を
推
進

竹
林
の
整
備
を
推
進
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河川の氾濫、洪水、土砂崩落等
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■
年
末
年
始
休
業

　
生
涯
学
習
施
設
た
ん
ぽ
ぽ

（
児
童
館
・
図
書
室
）
は
、
一
二

月
二
八
日
（
水
）
～
一
月
四
日

（
水
）ま
で
年
末
年
始
の
休
館
と

な
り
ま
す
。

■
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
を

　贈
呈
し
ま
す
！

生
坂
村
で
は
、村
在
住
の
一
歳

に
な
る
お
子
さ
ま
に
絵
本
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
二
月
中
旬
に
、
対
象
児
の

保
護
者
様
あ
て
に
通
知
を
し
ま

し
た
。
希
望
の
本
等
の
回
答
が

ま
だ
の
方
は
、
お
早
目
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

★
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
お
渡
し

•

日
程
／
一
月
一
二
日
（
木
）

•

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

の
は
な
内
「
ぴ
よ
ぴ
よ
ひ
ろ

ば
」
に
て

※
当
日
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
に

参
加
さ
れ
な
い
方
は
、
一
月

中
に
図
書
室
ま
で
本
を
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
☎︎
六
九-

三
〇
五
〇
）

ま
た
、そ
の
話
の
中
で
、今
回

直
木
賞
を
受
賞
さ
れ
た
『
塞さ

い
お
う王

の
楯た

て

』の
話
も
さ
れ
、書
き
た
い

テ
ー
マ
を
決
め
て
か
ら
そ
れ
に

合
わ
せ
て
登
場
人
物
を
配
置
す

る
と
い
う
、
演
劇
の
よ
う
な
話

の
作
り
方
を
し
て
い
る
、
と
も

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
坂
村
の

江
戸
時
代
の
特
産
品
だ
っ
た
、

生
坂
煙
草
に
つ
い
て
の
質
問
も

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
角
度
か
ら
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
お
城
の
魅
力
を
語

っ
て
い
た
だ
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
一
時
間
が
経
っ
て
し
ま
っ

た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

一
二
月
三
日（
土
）生
涯
学
習

施
設
た
ん
ぽ
ぽ
で
、
本
だ
い
す

き
の
会
主
催
の
『
今
村
翔
吾
先

生
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
当
初
九
月
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
先
生
が
体
調

不
良
と
な
り
一
二
月
に
延
期
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
ト
ー
ク
テ
ー
マ

は
「
戦
国
時
代
の
城
館
跡
の
魅

力
」。

　
生
坂
に
数
多
く
残
さ
れ
た
山

城
の
魅
力
を
、残
さ
れ
た
理
由
、

山
城
の
機
能
な
ど
も
含
め
て
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毛
先
が
と
ど
き
に
く
く
、

プ
ラ
ー
ク
の
残
り
や
す
い
部
位

き
ま
し
ょ！

図
書
室

直
木
賞
作
家

直
木
賞
作
家    

今
村
翔
吾

今
村
翔
吾

先
生
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

先
生
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た

が
行
わ
れ
ま
し
た

■村工事入札結果（11月）� （単位：千円）

担当課
入札日 種別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

振興課
R4.11.4 工事

令和４年度
農業集落排水事業
下生野地区処理施設外構工事

下生野 （有）石川組 2,464

振興課
R4.11.30 工事

令和４年度
コミュニティ助成事業
遊具設置工事

日岐 矢木コーポレーション（株） 2,673

振興課
R4.11.30 工事

令和４年度
旧南小学校グラウンド公園
整備工事

日岐 （有）石川組 1,815
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「
み
が
い
て
い
る
の
に
⁈
」

と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
み
が
い
て
い
る
け
ど
み
が

け
て
い
な
い
の
で
す
。

虫
歯
も
歯
周
病
も
プ
ラ
ー
ク

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し
っ
か
り
で

き
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
口
の
状
態
に
合
っ
た

プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
た
め
に
磨
き
に
く
い
部
位
、

磨
き
残
し
の
多
い
部
位
を
き
ち

ん
と
意
識
し
て
、
し
っ
か
り
ケ

ア
し
ま
し
ょ
う
。

頬
粘
膜
や
舌
の
影
響
で

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
に
く
い
部
位

二
、前
歯
の
内
側

歯
ブ
ラ
シ
を
立
て
、
つ
ま
先

や
か
か
と
の
部
分
を
当
て
、

上
下
に
細
か
く
動
か
し
ま

す
。

三
、奥
歯
の
内
側

歯
面
や
歯
と
歯
茎
の
境
目
に

毛
先
を
当
て
、
細
か
く
前
後

に
動
か
し
ま
す
。

四
、奥
歯
の
後
ろ
側

歯
ブ
ラ
シ
を
横
か
ら
入
れ
、

先
端
を
当
て
て
磨
き
ま
す
。

ヘ
ッ
ド
の
小
さ
な
歯
ブ
ラ
シ

だ
と
、
よ
り
届
か
せ
や
す
く

な
り
ま
す
。

毛
先
が
開
い
た
ら
、
歯
ブ
ラ
シ

を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
毛
先
が
開
く
と
、
プ
ラ
ー

ク
を
効
果
的
に
取
り
除
け
な

く
な
り
ま
す
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

毛
先
が
と
ど
き
に
く
く
、

プ
ラ
ー
ク
の
残
り
や
す
い
部
位

部
位
別
の
磨
き
方

一
、歯
と
歯
茎
の
境
目

毛
先
が
広
が
ら
な
い
く
ら
い

の
軽
い
力
で
歯
と
歯
茎
の
境

目
に
き
ち
ん
と
当
て
、
小
刻

み
に
動
か
し
ま
す
。
一
～
二

本
ず
つ
。
強
く
押
し
付
け
る

と
毛
先
が
開
い
て
上
手
に
磨

け
ま
せ
ん
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
数
日
と

な
り
ま
し
た
。一
年
間
や
ま
な
み

荘
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
今

年
も
猛
威
を
振
る
い
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
回
数
を
重
ね
て
も
感
染

て
豪
華
景
品
を
獲
得
し
て
く
だ

さ
い
。

令
和
五
年
も
皆
さ
ま
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

し
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
で

す
。
今
一
度
基
本
に
返
り
三

密
を
避
け
、マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
・
う
が
い
消
毒
の
徹

底
な
ど
気
を
抜
か
ぬ
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
や
ま
な
み

荘
も
し
っ
か
り
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま

お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

年
末
年
始
の
や
ま
な
み
荘

は
、一
二
月
二
二
日
か
ら
一
月

四
日
ま
で
休
ま
ず
営
業
し
ま

す
。一
二
月
三
〇
日
か
ら
一
月

三
日
ま
で
大
浴
場
竹
炭
湯
、一

月
四
日
は
新
春
福
引
抽
選
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
三
が
日
の

入
浴
記
録
用
紙
で
抽
選
を
行

い
ま
す
の
で
入
浴
に
い
ら
し
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〈
着
衣
着
火
と
は
〉

着
用
し
て
い
る
衣
服
に
火
が

燃
え
移
っ
て
燃
え
上
が
る
現
象

の
こ
と
で
す
。毎
年
多
数
の
事
故

が
発
生
し
て
お
り
、火
傷
の
危
険

だ
け
で
な
く
、火
災
や
死
亡
事
故

に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
危
険
性
〉

調
理
や
野
焼
き
な
ど
、日
常
生

活
で
火
を
使
う
機
会
は
多
く
、

着
て
い
る
服
は
可
燃
性
で
す
か

ら
、思
わ
ぬ
動
作
で
火
が
付
い
て

し
ま
う
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ

ま
す
。ま
た
、『
表
面
フ
ラ
ッ
シ
ュ

現
象
』と
い
っ
て
、わ
ず
か
な
火

で
も
瞬
間
的
に
衣
服
の
表
面
に

〈
事
前
準
備
〉

野
焼
き
な
ど
火
を
扱
う
際
に

は
、す
ぐ
に
消
火
で
き
る
よ
う
に

水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
事
前
に
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
対
処
方
法
〉

水
な
ど
で
消
火
で
き
な
い
と

き
の
対
処
方
法
と
し
て
次
の
三

つ
の
手
順
が
あ
り
ま
す
。

・
ス
ト
ッ
プ

ま
ず
は
落
ち
着
い
て
動
く
の
を

や
め
ま
す
。
腕
を
振
っ
た
り
し

て
動
く
と
、炎
を
あ
お
ぎ
逆
に

燃
え
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
ド
ロ
ッ
プ

す
ば
や
く
地
面
に
伏
せ
、手
で

顔
を
お
お
い
ま
す
。 

足
を
真

っ
直
ぐ
に
伸
ば
し
た
状
態
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
体
の
部

位
が
地
面
に
接
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

・
ロ
ー
ル

地
面
の
上
で
燃
え
て
い
る
部

分
を
消
す
よ
う
に
何
度
も
転

が
り
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
は

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎︎
〇
二
六
三-

六
二-

二
九
九
二

火
が
走
り
、あ
っ
と
い
う
間
に
燃

え
広
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

人
間
の
皮
膚
は
、七
〇
度
く
ら

い
の
熱
を
一
秒
で
も
受
け
る
と

皮
膚
組
織
が
破
壊
さ
れ
て
火
傷

を
起
こ
し
ま
す
。ま
た
、程
度
に

も
よ
り
ま
す
が
、火
傷
の
範
囲
が

体
表
面
積
の
三
割
以
上
に
及
ぶ

と
生
命
に
危
険
が
生
じ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、着
衣
着
火
に
は
大

き
な
危
険
が
伴
い
ま
す
。

〈
未
然
に
防
ぐ
に
は
〉

ま
ず
は
、衣
服
を
燃
え
難
い
も

の
に
す
る
こ
と
で
す
。表
面
フ
ラ

ッ
シ
ュ
現
象
は
、特
に
綿
、レ
ー
ヨ

ン
な
ど
の
素
材
で
起
毛
を
施
し

た
生
地
に
注
意
が
必
要
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。起
毛
の
生
地
は
体

積
の
割
に
面
積
が
広
く
、空
気
も

含
ん
で
い
る
の
で
と
て
も
燃
え

や
す
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ガ
ス
こ
ん
ろ
を
使
用
し

て
い
る
と
き
は
、長
い
ス
カ
ー
フ

や
マ
フ
ラ
ー
な
ど
は
着
用
せ
ず
、

ガ
ス
こ
ん
ろ
の
奥
の
物
を
取
る

と
き
な
ど
は
、衣
服
に
炎
が
燃
え

移
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈着衣着火〉

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

◎
秋
季
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ「
ボ
ッ
チ
ャ
」

　
一
一
月
一
、二
日
の
秋
季
Ｃ
Ｍ

で
サ
ッ
カ
ー
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

他
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
競

技
で
も
あ
る「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
行

い
ま
し
た
。

「
ボ
ッ
チ
ャ
」は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、学
年
男
女
問

わ
ず
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
日
も
生
徒
た
ち
は
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

◎
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
整
備
作
業

　
小
春
日
和
の
一
一
月
六
日（
日
）

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、生
徒
、職
員
総
勢
四

〇
名
が
参
加
し
て
環
境
整
備
作

業
を
行
い
ま
し
た
。本
校
は
落
葉

広
葉
樹
が
敷
地
内
に
生
い
茂
り
、

秋
に
は
紅
葉
が
楽
し
め
ま
す
が
、

そ
の
後
の
落
ち
葉
掃
き
が
大
変

で
こ
の
時
期
の
年
中
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◎
ゴ
ル
フ
実
習

　
一
一
月
八
日（
火
）に
選
択
科
目

「
体
育
研
究
」
に
お
い
て
ゴ
ル
フ

実
習
を
行
い
ま
し
た
。参
加
生
徒

（
一
六
名
）か
ら
は「
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
は
違
っ
て
気
持
ち
よ

か
っ
た
」と
い
う
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

◎
バ
ス
ケ
部
中
日
本
大
会
出
場

　
一
〇
月
の
県

大
会
を
制
し
た

本
校
バ
ス
ケ
部

（
四
名
）
が
一
一

月
二
七
日（
日
）に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
三
×
三
中
日
本
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
三
年
間
の
集

大
成
と
な
り
、
力
を
出
し
切
り

ま
し
た
。

　（
文
責
　
教
頭
　
堀
内
雅
司
）
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生
坂
村
消
防
団
で
は
、
市
町

村
振
興
宝
く
じ（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
）の
収
益
金
を
財
源
と
し
て
い

る
公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
の
地
域
活
動
助
成

事
業
を
活
用
し
、
消
防
活
動
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
消
防
用

ホ
ー
ス
二
〇
本
と
昨
年
度
に
配

布
で
き
な
か
っ
た
団
員
に
防
寒

衣
四
〇
着
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社

凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
漏
水

の
早
期
発
見
の
た
め
、
今
年
度

か
ら
一
月
と
二
月
に
も
メ
ー

タ
ー
検
針
を
行
い
ま
す
。

冬
期
の
た
め
、
積
雪
や
凍
結

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
検
針

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
除
雪

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
一
月
と
二

月
の
水
道
料
金
は
基
本
料
金
の

み
と
し
、
超
過
料
金
は
三
月
分

会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し

て
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

と
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
合
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
他

の
月
と
同
様
に
、
月
ご
と
の
基

本
料
金
と
超
過
料
金
分
を
併
せ

た
納
入
通
知
書
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
検
針
日

　
一
月
　
四
日
か
ら
六
日

　
二
月
　
一
日
か
ら
三
日

年
の
瀬
が
迫
り
何
か
と
せ
わ

し
な
い
こ
の
頃
、
皆
さ
ま
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
」に
突
入
し
て
も

う
す
ぐ
三
年
。
生
活
ス
タ
イ
ル

は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　
先
日
、
早
朝
に
喉
の
イ
ガ
イ

ガ
感
で
目
覚
め
、
検
温
す
る
と

微
熱
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
に
違
い

な
い
と
、急
い
で
上
司
に
連
絡
。

案
の
定
、
職
場
は
こ
れ
以
上
の

感
染
者
を
許
さ
な
い
た
め
に
厳

戒
態
勢
。
病
院
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
、
ぐ
っ
た
り
と
結
果
を

待
つ
私
。先
生
曰
く「
陰
性
で
し

た
。
季
節
性
の
風
邪
で
す
ね
。」

コ
ロ
ナ
じ
ゃ
な
い
の
か
！
結
果

と
し
て
、
周
り
の
方
々
を
巻
き

込
ん
だ
お
騒
が
せ
案
件
に
…
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
る

生
活
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、

上
手
く
共
存
で
き
な
い
も
の
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
時
節
柄
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。
良
い
お
年
を
。

　
今
月
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一

月
号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

 

（
西
村
）

男女共同参画マンガで考えよう！

身近なジェンダー － 第9回 －
新

©段　丹映子　無断転載禁止
（「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍）

編
集
後
記

編
集
後
記

先
月
に
引
き
続
き
家
事
・
育
児
の
お
話

で
す
。
家
事
や
子
育
て
に
無
関
心
な
の
は
、

男
女
ど
ち
ら
で
も
あ
り
得
る
こ
と
か
も

し
れ
ま

せ
ん
が
、

こ
の
マ

ン
ガ
で

は
同
じ

こ
と
を

し
て
も
、

男
女
で

は
全
く

評
価
が

変
わ
っ

て
い
ま

す
。
意
外
と
あ
り
が
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

無
意
識
に
男
女
の
役
割
分
担
意
識
が
働

い
て
い
る
と
い
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宝
く
じ
助
成
金
で
消
防

宝
く
じ
助
成
金
で
消
防

用
ホ
ー
ス
及
び
防
寒
衣

用
ホ
ー
ス
及
び
防
寒
衣

を
整
備

を
整
備

一
月
・
二
月
の
水
道
メ
ー

一
月
・
二
月
の
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
を
行
い
ま
す

タ
ー
検
針
を
行
い
ま
す

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　
申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

平
野
　
和
美 

さ
ん（
100
歳
　
下
生
野
）

★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

中
山
　
雄ゆ
う
し士 

ち
ゃ
ん（
11
月
8
日
生
）

敦
さ
ん
・
雅
子
さ
ん（
上
生
坂
）
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今年も雪の季節がやってきました。村では、通勤・通学などの道路交通の安全を確保するために、道路の

除雪を行います。効率よく除雪を行うためには、村民の皆さんのご協力が必要です。次の点にご注意いただ

き、除雪作業にご理解、ご協力をお願いします。 

１．除雪作業にご協力をお願いします 

 除雪作業は山間部で降雪が10ｃｍ以上、その他平坦地で15ｃｍ以上、30ｃｍ以上と路線毎の基準によ

り除雪を行います。除雪路線でない道路や歩道、高齢者世帯の周辺などは各区で協力し合い除雪をお願いし

ます。 

２．各戸の出入り口部分の除雪をお願いします 

 除雪車が通過した後は、除雪された雪が玄関先をふさいでしまいご迷惑をおかけしますが、これらの雪の

除排雪は各家庭で道路脇に寄せるなど、ご協力をお願いします。 

３．路上駐車はやめましょう 

 除雪作業の際に、路上駐車された車があると作業の遅れ、その周辺の 

除雪ができないことや、事故につながる恐れもありますので路上駐車は 

絶対にやめましょう。 

４．道路にはみ出している樹木等の撤去について 

　樹木等が道路にはみ出していると、除雪作業に支障をきたすことがありますので、伐採等の適切な管理を

お願いします。

５．道路に雪を出さないでください 

 除雪した道路に雪を出すことは、交通の妨げになることはもちろん、交通事故のもとにもなります。また、

屋根から落ちた雪は、各戸で早めの除去をお願いします。 

※ 凍結防止剤（塩カル）の配布について 

 歩行時の転倒やスリップ防止などの対策として、村内各所に凍結防止剤を配布しています。初回のみ役場

で配布しますが、必要になった場合は役場に用意してありますので、お手数ですが常会長さんまたは常会長

さんが依頼した方が取りに来てください。（１回２～３袋までお渡しします） 

 また、時期によっては村で管理している凍結防止剤の在庫が著しく少なくなる場合がありますので、その

際は１回でお渡しできる数が少なくなる場合がありますのでご了承ください。 

除雪に関するお問合せ先 

  ・村道  役場 振興課 建設係      ☎0263-69-3112 

  ・国道  長野国道松本出張所       ☎0263-25-5752 

  ・県道  松本建設事務所 維持管理課   ☎0263-40-1965 

 

 

 

 

 

水道管の凍結を防ぐため、保温材や凍結防止帯を巻くなど、外気から水道管を保護

してください。また、不凍栓は蛇口を全開にしてから完全に閉めてください。 

なお、長期間家を留守にする場合は、閉栓・水抜きをしてください。 

              水道に関するお問合せ先 

役場 振興課 建設係  ☎0263-69-3112 

 

 

 

１．除雪作業にご協力をお願いします 

２．各戸の出入り口部分の除雪をお願いします 

３．路上駐車はやめましょう 

４．道路にはみ出している樹木等の撤去について 

５．道路に雪を出さないでください 

※ 凍結防止剤（塩カル）の配布について 

除雪に関するお問合せ先 

水道に関するお問合せ先 

24



25



生坂村ホームページ

わが家の推しメン

寝相のクセ強選手権
優勝のつわもの達！

↑バロン（2歳・ラパーマ）
←ちくわ（2歳・雑種）
（上生坂 /永井 拓海さん）

背
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
み
な

が
ら
生
坂
の
秋
を
堪
能
し
て

い
た
だ
き
、
京
ヶ
倉
山
頂
で

は
班
ご
と
に
記
念
撮
影
を
し

ま
し
た
。

当
日
は
と
て
も
天
候
が
良

く
、
晴
天
の
中
ツ
ア
ー
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
怪
我

や
リ
タ
イ
ヤ
も
無
く
、
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　「
大
城
・
京
ヶ
倉
を
広
く
世

に
出
す
会
」と「
生
坂
村
観
光

協
会
」で
は
、今
後
も
引
き
続

き
登
山
道
整
備
や
ツ
ア
ー
の

開
催
、
宣
伝
、Ｐ
Ｒ
等
、
地
域

振
興
の
た
め
の
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

一
一
月
六
日（
日
）に
秋
の

大
城
・
京
ヶ
倉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
大
城
・
京
ヶ
倉
を
広
く
世

に
出
す
会
」に
よ
り
、こ
の
時

期
に
見
頃
を
迎
え
た
紅
葉
を

山
頂
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
企
画
し
て
い
る
ツ
ア

ー
で
す
。

昨
年
に
続
き
春
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
開
催
を
中
止
し

ま
し
た
が
、
秋
は
感
染
拡
大

防
止
策
を
講
じ
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

村
外
か
ら
二
九
名
の
参
加

者
と
本
会
会
員
、
い
く
さ
か

大
好
き
隊
、
観
光
協
会
事
務

局
一
三
名
の
総
勢
四
二
名
で

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

当
日
は
午
前
八
時
に
集
合

し
、出
発
式
後
、感
染
拡
大
防

止
の
た
め
四
班
に
分
か
れ
、マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
万
平
登
山
口

へ
移
動
し
、各
班
一
列
に
な
っ

て
途
中
休
憩
を
挟
み
な
が

ら
、ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス

で
登
り
ま
し
た
。

お
お
こ
ば
見
晴
台
や
馬
の

紅
葉
の
大
城
・
京
ヶ
倉
に
登
ろ
う
！

紅
葉
の
大
城
・
京
ヶ
倉
に
登
ろ
う
！

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

白井　愛
まな

 ちゃん（2歳）
宇留賀／亮一さん・舞さん

こんげつの

いい顔

じいじとのお散歩が　 大好きです !


